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放電による極超音速空力特性制御に関する風洞実験 

下永祥史（東大院），鈴木宏二郎（東大新領域） 

実験期間：２０２1 年 7 月 11 日から 7 月 15 日，7 月 19 日から 7 月 22 日 

 

 極超音速旅客機の実現や宇宙往還機の性能向上には高精度な機体姿勢制御が必要不可欠

である．気流制御手法として近年期待されている Ram-air PSJA(Plasma Synthetic Jet 

Actuator)をダイヤモンド翼に適用した場合の流れ場への影響を調べることを目的に実験を

行った．複数の迎角で安定的に放電することを確認できた昨年に引き続き，本年はいくつか

のパラメータによる影響を調べることを目的に実験を行った．例えば，放電を行う流路へ取

り込む流量を変化させた場合の影響を調べた．また放電時のプラズマの状態を調べるため

に分光計測を行った． 

 

 

図 1 放電の確認．           図 2 分光計測結果． 
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